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あらまし：本研究では，複数参加者での取引ネットワークの可視化が，参加者の意思決定および行動調整

に与える影響を実験的に検証した．分散台帳基盤上で送金履歴を記録し，可視化なし群と可視化あり群の

比較実験を行った．その結果，可視化は通貨循環量を抑制する一方で，参加者に全体構造を意識させ，分

配の均衡化を促す傾向が確認された． 
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1. はじめに
近年，地域社会や小規模コミュニティにおいて，

地域通貨やコミュニティ通貨を用いた経済活動の活

性化が注目されている．これらの取り組みは，地域

内での資金循環を促進し，経済的・社会的なつなが

りを強化することを目的として導入されてきた(1)． 

一方で，従来の地域通貨システムは，制度設計上，

取引記録の管理主体と利用主体が分離される場合が

多く，参加者にとって取引の全体像が把握しにくい

といった特徴を持つ． 

地域通貨の取引履歴をネットワークとして捉え，

通貨循環の構造を分析する研究として，Mattsson ら
(2)は，取引ネットワーク分析を用いて通貨の循環度

や取引の集中性を評価した．しかし、この研究は，

ネットワークの可視化は研究者による事後的分析を

目的としており，参加者自身に提示されることは想

定されていない．また，取引情報の提示が利用者行

動に与える影響については，Cassar and Rigdon(3)が，

情報提示の違いにより意思決定行動が変化すること

を示しているが、最小規模のネットワークを対象と

しており，複数の参加者が自由に取引関係を形成す

るコミュニティ全体の構造を扱うものではない．

以上のように，取引ネットワークという構造的情

報を複数参加者から成るコミュニティ全体に提示し，

行動変化を検証する研究は十分に行われていない． 

そこで本研究では，複数参加者での取引ネットワ

ークを参加者に可視化することが，参加者の意思決

定および行動調整にどのような影響を与えるかを，

実験的に検証することを目的とする． 

2. 提案手法と実験

2.1 実験環境および条件

分散台帳基盤として Hyperledger Iroha v2 を用い，

被験者間の送金履歴を改ざん困難な形で記録する実

験環境を構築した．被験者は大学生 16 名とし，可視

化なし群（A 群）8 名，可視化あり群（B 群）8 名の

2 群に割り当てた．各被験者には初期残高 500 を付

与し，実験時間 10 分間，送金回数および金額は自由

とした．通貨の総量は保存され，発行や消滅は行わ

ない条件とした． 

表1 実験条件一覧 

図 1 B 群用取引ネットワーク図 

項目 内容 

被験者数 16名（8名×2群） 

群条件 
A群：可視化なし 

B群：可視化あり 

初期残高 全被験者500 

実験時間 10分 

送金回数・金額 自由 

通貨総量 保存（発行・消滅無し） 

操作環境 Webブラウザ上のGUI 
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2.2 可視化条件の違い 

A 群では，被験者は自身の残高および個別の送

金・受取履歴のみを確認可能とした． 

B 群では，これに加えて，被験者全体の送金関係

を取引ネットワークとして可視化した画面を提示し

た（図 1）．この可視化では，参加者をノード，送金

を有向エッジとして表現し，ノードの大きさおよび

エッジの太さによって取引量の特徴を示した．本研

究における可視化は，行動を直接的に誘導するもの

ではなく，意思決定の際に参照可能な情報の範囲を

拡張するものとして位置づけた．

2.3 分析指標および分析方法

実験終了後，分散台帳上に記録された送金ログを

抽出し，成功した送金のみを分析対象とした．個人

レベル指標として，通貨循環への関与度を表す

Flow-through，取引相手数，送金配分の分散度を表す

エントロピー，最終残高を算出した．さらに群レベ

ルでは，各指標の群平均および最終残高の Gini 係数

を算出した．群間比較には，小標本条件に適した分

布仮定を必要としない手法として置換検定を用い，

補助的に Mann–Whitney U 検定を併用した．

表2 算出指標とその意味 

指標 内容・意味 

Flow-through 通貨循環への関与度 

取引相手数 取引相手の数 

エントロピー 送金配分の分散度 

最終残高Gini係数 最終残高分布の不平等度 

3. 結果
分析の結果を表 3・図 2 に示す，Flow-through につ

いては，可視化なし群（A 群）が可視化あり群（B

群）を有意に上回ることが確認された（置換検定，p 

< 0.001）．これは，可視化なし条件において通貨が

より多くコミュニティ内を循環していたことを示し

ている．一方，エントロピーおよび取引相手数につ

いては，両群間で有意な差は確認されなかった．ま

た，最終残高の平均値は両群で一致したが，Gini 係

数は B 群の方がやや小さく，通貨分配がより均等と

なる傾向が見られた．  

表3 可視化有無による群レベル指標の比較 

指標 A群 B群 備考 

Flow-through 5237±1848 1350±462 ***

取引相手数 6.88±0.35 7.00±0.00 

エントロピー 1.69±0.17 1.69±0.21 

最終残高

Gini係数
0.61 0.59 

* p<0.05、** p<0.01、*** p<0.001

4. 考察
実験結果から，取引ネットワークの可視化は，通

貨循環を単純に活性化させるのではなく，送金量や

循環量を抑制する方向に作用した可能性が示唆され

た．可視化により，被験者は自身の行動をコミュニ

ティ全体の構造の中で相対化し，過度な送金を控え

る判断を行ったと考えられる．

一方で，最終残高分配の均衡化を示す傾向が見ら

れたことから，可視化は行動を誘導するというより

も，自己調整や規範意識を促す情報環境として機能

した可能性がある．これは，「可視化＝活性化」とい

う単純な関係ではなく，可視化が行動の質に影響を

与え得ることを示す点で重要である． 

また，本研究の結果は，取引情報の提示が必ずし

も行動の活性化をもたらすとは限らないことを示し

ている点で，既存の研究と異なる示唆を与える． た

だし，本研究は被験者数が限られた小規模実験であ

り，得られた結果は可視化の一般的効果を直接示す

ものではない．  

5. おわりに
本研究では，小規模かつ再現可能な実験環境にお

いて，取引ネットワークのユーザ向け可視化が通貨

循環行動に与える影響を示した．可視化は通貨循環

量を増加させるのではなく，循環の抑制や分配の均

衡化といった行動変化をもたらす可能性が示された． 

今後は，被験者数の拡大や，可視化表現の多様化，

通貨の来歴を追跡可能とする可視化手法などを通じ

て，取引構造の可視化と利用者行動との関係をより

多角的に検討していくことが課題である． 
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図 2 可視化有無による Flow-through 値の分布 
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